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10月1日から役場の滋詩寄与ラトが変

新しい貫主昔話斡号はわりました。
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枚
、
繁
一
潟
土

地
株
式
会
社
、
大
持
品
一
小
職
制
緩
数

式
会
社
、
中
点
'
X
抽
出
水
齢
別
配
師
、
抽
略

式
会
校
五
指
品
、
円
自
家
不
動
期
家
紋

式
会
弘
、
大
栄
一
小
敷
郡
能
、
大
銭

高
官
学
殺
式
会
託
、
占
有
際
会
社
我

孫
子
土
地
、
十
来
品
払
認
ψ
4
J
照開発佐部

主
主
、
主
将
楽
品
開
会
会
社

常
来
不
動
絞
殺
式
会
夜
、
支
持
芹

間
開
発
興
業
件
悼
式
会
社
、
務
一
湾
一
小

動
産
、
大
洋
土
品
池
教
式
会
弘
弘
、

蕊
(
間
開
発
工
事
然
式
会
後
、
家
建

不
動
産
、
天
王
期
開
発
救
式
会
社

m
m
家
裁
盗
事
務
務

出
向
帖
料
室
}
マ
曲
説
豊
中
小
致
委
係
主
盗

犯
ぬ
号
以
担
(
曲
一
陣
常
常
郡
部
)
マ
出
向
T
一朝部

品
ん
間
関
主
資
鈴
木
間
出
納
町
(
寵
開
業
幾

)
マ
愛
必
然
国
側
主
査
曲
盟
畠
同
議
ハ

波
情
京
情
的
〉
マ
波
宮
市
中
税
制
州
一
ニ
川
河
ハ

由
紘
暢
宋
端
的
〉
マ
家
事
小
抽
出
後
〈
総

務調印
d

マ
中
山
ん
奈
川
位
弁
務
校
門
由
民

知
滞
緩
〉
マ
家
事
情
間
河
内
滋
れ
灯
譲
二

出
燃
嫌
米
後
}

門
時
雄
硝
訊
緩
い
門
V

加
減
判
蹴
倒
肺
炎
泌
総

統
持
永
本
阿
部
波
紋
総
務
会
絞
〈
土

中
本
ぱ
陣
中
叫
ん
波
〉
付
〉
管
錦
繍
係
…
剣
中
山
蕊

湾
内
説
都
内
ハ
ギ
ム
M
3
門V
料
税
制
附
炎
お

削
川
品
問
符
〈
織
拡
榔
紫
綬
〉

{
総
務
総
数
緩
い
W
V
仲
防
隊
後
…
郡

阿
部
品
思
炎
か
ぬ
断
開
山
紘
一
ぷ
〈
筑
波
〉

門V
下
水
議
附
開
中
心
縦
波
常
内
線
火
ハ

時総淡町内〉

wv
然
然
係
企
加
資
問
問
沢

氏
〈
会
開
脚
慾
V
V隊
約
舵
料
捌
初
出
陣

、
泳
送
中
間
制
緩
州
問
ハ
ズ
定
A
W
W
除機

強
制
措
事
務
部
附
〉
マ
公
開
問
子
大
井

品
供
十
九
叫
掛
町
保
健
淵
時
〉

口
総
務
器
開
〉
門
v
総
務
務
長
補
佐

策
協
階
的
。
民
間
小
山
中
送
機
井
克
己
ハ
同
山

政
判
部
州
委
)
門
V

守
総
長
転
直
線

〈晶体帥陪諜〉

wv
守
開
閉
多
郎
総
ハ

保
縫
製
)

〔
念
頭
蜜
〕
門
v
広
報
広
州
制
係
士
山

査官問
m
田
初
出
吋
門
社
会
諜
)
マ
泌

書
再
開
主
査
杉
本
悦
子
{
主
事
〉

マ
主
事
均
尾
治
子
ハ
絵
務
諜
〉

581 



一民一一会

人
一
覇

。a

……

一
町
一
一
連

一
際
年
は
軍
関
の
た
め
や
応
い
た

…
し
ま
し
た
が
、
と
と
し
も
蜘
町
民

一
滋
動
会
を
次
?
と
お
9
行
な
う

…
こ
主
に
な
ち
ま
し
た
。
こ
と
し

印
刷
で
む
岡
山
践
に
な
り
ま
す
が
、
こ

E

m

u
議
総
会
は
、
我
孫
子
狩
後
民

山
川
の
健
康
令
犠
地
鳴
し
、
住
民
級
友

伎
の
胡
制
拙
賦
な
は
か
号
、
あ
す
え
。

持
治
力
を
幾
お
う
と
す
る
も
の
で

制

す
e
皆
さ
ん
が
お
気
絡
に
参
加

憾
で
き
る
よ
う
な
議
お
ば
か
ち
で

一
す
の
で
、
お
時
間
争
ど
近
一
般
の
か

一
た
が
た
を
お
き
そ
、
い
の
う
え
参

一
般
申
し
込
み
た
し
て
く
だ
さ
い

一
務
事
ん
昭
お
母
し
込
み
を
お

…
持
ち
し
て
お
静
ま
す
。
そ
し
て

一
潟
殺
は
省
意
義
に
淡
し
く
過
し

…
た
い
主
添
い
ま
す
a

こ

V
H持
十
一
月
十
日
ハ
ロ
H
V

E

午
務
九
時
一
一
子
分
か
ら
午
後

z
r一
昨
吋
ま
で

あ

V
場
所
我
孫
子
中
学
校

マ
参
加
資
柑
材
対
向
に
恋
仲
間
V
〈

報

H
H
勤
務
し
て
い
る
人

V
参
加
抑
制
峨
段
門
絞
競
技
は
捌
糊

話
人
凶
井
静
競
技
は
…
チ
ー
ム

秋
の

日
を

楽
し
く
過

ー
レ
ふ
仇

1
U
よ
奇
J

間

関

入

山

中

央

公

宛

然

、

湖

急

支

所

、

マ
入
賞
レ
i
A
J
ι
と
に
一
一
一
位
布
品
判
官
品
協
帥
(
・
申
し
込
み
郊
鋲

ま
で
を
入
暗
民
主
し
、
開
問
位
以
も
霞
い
で
あ
F
ま
す
)
又
は

T
9
は

移

加

笈

山

叩

し

込

み

夜

間

持

、

氏

名

、

相
T

V
線
装
幾
後
の
で
き
る
毅
淡
令
、
艇
部
制
1

勤
務
先
安
綴
入

ス
パ
イ
P
の
俊
知
加
は
終
止
め
上
教
務
妥
協
舛
会
へ
翻
郵
送
し

マ
申
し
込
み
綴
間
同
数
}
絞
時
闘
で
く
だ
さ
い
。

品
慨
は
一
人
一
一
一
機
鼠
ま
で

wv問
い
合
せ
允
我
孫
子
町
教

マ
事
込
欄
制
緩
十
月
三
十
一
m

討
中
符
数
民
会
T
E
L
〈
人
二
V

ハ

木

)

ま

で

一

一

五

一

ハ

大

代

表

V

山内線

マ
申
・
し
込
み
先
役
務
総
口
、
ニ
ア
七
番

引
揚
者
特
別
交
付
金

h
h銭
円
仏
民
肱
ヨ
争
・
出

3
r与
杭

訓

ザ

〕

〕
一
ノ
ゑ
H
H
Y
J
h

ご
す

p
y
t一
Z
A
p
t

別
引
梢
揮
者
特
別
刷
交
付
金
の
支
給
て
、
一
-
一
カ
湾
側
闘
の
簿
類
審
査
一
致

に
つ
い
て
は
、
昭
和
協
十
二
年
行
い
後
備
し
擦
割
問
融
機
制
怖
に
提
出
向

十
月
コ
十
六
民
鋭
機
会
を
開
聞
い
ハ
民
新
銀
持
捕
に
つ
い
て
は
多
h
y

て
}
年
に
な
F
ま
す
の
で
経
過
の
日
数
を
由
貿
や
し
ま
し
た
o
v

報
告
さ
ぜ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
し
て
あ
ち
ま
す
が
、
救
出
品
翁
が

滋
伽
町
受
付
件
数
@
引
掻
者
険
制
知
事
{
引
掛
騨
向
期
待
の
本
籍
総

務
求
、
丈
ハ
一
一
一
件
@
淵
副
総
組
問
時
緩
和
州
市
併
に
な
っ
て
お
り
ま
す

家
、
七
九
件
ハ
綴
泳
者
名
が
問
問
。
で
県
砂
時
帆
協
も
お
知
ら
せ
い

一
の
機
合
一
件
E
い
た
し
ま
し
た
し
て
お
を
￥
で
す
。

た
O

〉
合
計
二
約
二
件
狩
に
つ
い
受
付
件
数
、
二
間
二
九
七
件
、

，B
2
'
t
e
i
t
i
p
B
E
Z
3
1
5
1
2屯
《

i

tを
《

t
e
t
，》2
5も
も

z
z
z
a
'
t《，
J

i
ω

‘
F

白

L

v

，
‘
揺
桝
を
持
っ
て
察
使
蹴
抑
に
停
刊
か
れ
叫

…

関

誌

年

金

手

帳

の

問

印

紙

て

も

年

金

官

益

さ

れ

な

く

な

川

っ
て
お
ち
ま
す
と
的
手
緩
き
は
m

m

A拠
出
総
隊
災
学
金
手
緩
wv

事
務
ま
税
金
上
大
変
交
臨
時
な
鋒
年
の
と
と
明
、
す
の
で
議
十
の
…

え
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま

ガ
は
ず

山
本
年
号
制
問
問
月
か
ら
「
関
銃
命
令
金
託
手
元
V

料
品
ナ
綴
り
お
持
ち
の
ふ
点
き
れ
丸

山
手
掛
瞬
時
防
保
持
傾
斜
制
総
」
が
発
足
は
折
か
ら
保
険
料
立
総
裁
で
も
て
付
与

柄
数
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
あ
れ
ソ
ま
す
の
で
給
付
が
て
ら
手
・
手
続
き

川
き
ま
し
て
は
五
月
の
広
報
あ
び
雌
械
を
至
急
お
燦
け
く
だ
さ
い
。
拙
作
掛
鵠
に

"
と
に
も
制
問
持
制
い
た
し
ま
し
た
が

A
4唱
ム
市
岡
憎
判
官
年
金
手
掛
桝
M
V

手
間
情
米

〉
山
ま
だ
間
関
収
も
れ
が
あ
り
ま
す
の

腕
…
で
も
し
園
芸
T
食

器

ふ

雪

自

宅

空

M
O才
に
唱
躍
し
ま
す
主
老
市
内
れ

修
段
、
保
存
し
て
お
ら
れ
る
方
沖
帖
渓
令
緩
後
年
脅
か
支
払
制
さ
れ
る
絞

1
1
1

淑
山
念
品
悦
植
物
滋
生
割
高
災
年
金
四
時
へ
で
す
が

ζ21務
に
地
附
し
て
は
停
止
を

欄

山

富

潟

く

だ

さ

い

。

老

令

E
Z震
が

蓄

に

李

総

昔

日
刊
こ
れ
は
手
絞
殺
胸
個
人
で
保
存
な
り
ま
し
て
、
ま
た
ζ
m
u
d
T
綴

咋

ι伎の

。
叫
し
ま
す

ι議
年
多
数
の
紛
失
点
告
は
六
持
に
な
っ
た
ら
一
年
金
即
時
へ
っ
て
1
1

す
山
山
ま
す
め
で
と
れ
の
時
抑
止
を
と
柵
続
出
し
て
開
熟
知
事
担
窪
泌
を
受

4
1ず

山
保
険
制
村
検
知
同
事
務
の
会
綴
化
を
け
る
と
と
に
な
っ
て
お
れ
ツ
ま
す
も

1護 践 よ担 生基 者
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数
総
務
件
数
、
一
一
一
間
関
八
七
件
と

な
っ
て
お
号
、
当
酢
吋
抱
蹴
山
山
ハ
討
に

つ
い
て
は
、
闘
用
機
幾
湘
伴
で
器
開
交

的
段
階
w
恥
入
っ
て
お
れ
ソ
ま
も
な

く
裁
縫
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
当
駒
内
は
的
問
中
部
附
町
村
よ

ち
む
転
入
が
多
く
こ
の
引
制
問
議

特
別
受
付
金
請
求
殺
も
域
し
て

い
る
も
の
と
か
ん
が
え
ら
れ
ま

す
の
晴
、
、
尽
A

誌
に
後
求
事
れ
ま

す
よ
う
お
綴
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
議
求
刑
制
醐
附
主
受
付
金
交

付
対
象
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
一
務
品
単
線
網
昭
和
抑
制
間
十
二
年

八
月
一
時
か
ら
昭
和
間
十
f
a
h
十

一
日
一
月
一
品
十
一
日
ま
で
明
、
す
。

@
外
柏
崎
V
N
終
戦
日
ま
で
ゑ
絡
の

本
終
絡
を
脅
し
て
い
た
も
の
で

終
戦
に
上
容
外
国
の
命
令
、
金

持
間
の
手
前
践
を
な
く
す
な
ど
や
れ
日

常
徳
な
い
潔
ム
留
に
よ
り
お
植
樹
げ

た
も
申
。

銭
外
織
に
閉
昭
和
一
一
十
匁
八
月
九

の納税

町民税・県民税の3期分の紡期
です。税金は決められた納期に

納めましょう。

10月

悶
ま
で
生
活
し
て
い
た
表
で
ソ

遠
の
参
駄
に
よ
ち
終
戦
U
M
前
に

引
量
揚
げ
た
も
の
。

mw外
織
に
徐
浴
町
本
拠
を
終
っ

て
い
た
者
で
、
本
朝
刊
に
務
夜
中

終
戦
に
よ
り
外
地
へ
も
ど
れ
な

く
な
っ
た
議
む

吊

wm問
中
市
の
絞
治
下
に
あ
っ
た
南

洋
諸
農
に
総
務
十
八
年
十
晃
一

日
ま
明
、
住
ん
で
い
た
も
母
で
、

箆
母
努
絡
に
よ
り
引
き
機
げ
た

務。③議
会
問
閥
的
綴
援
を
な
し
て
い

た
仙
沼
崎
棋
に
、
酬
明
和
十
六
年
二
月

八
銭
ハ
朗
州
戦
n
H
〉
又
は
政
令
で

窪
め
る
泊
以
後
、
終
戦
日
総
で

お
き
鯵
げ
た
者
Q

①
①
に
よ
り
剖
引
き
揚
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
後
、
引
き
後
き
外
品
唱

に
い
る
欄
間
に
協
同
亡
し
た
翁
の
滋

族。@品
wmw
に
よ
草
剤
引
き
綴
げ
る
こ

と
と
な
っ
た
後
、
終
山
朝
日
簡
に

外
務
で
死
亡
し
た
袋
路
遺
族
。

③
@
に
よ

p引
き
議
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
後
引
き
附
腕
き
外
絡
に

い
て
、
終
制
執
担
豹
に
帯
同
亡
し
た

選
出
り
遺
族
官
民
び
日
家
主
逮
食
品
脱

出
出
の
殺
崩
糊
選
抑
制
支
・
交
柚
慨
に
燃
す

る
相
脱
出
品
に
よ
IJ引
引
き
揚
げ
る
途

中
で
死
亡
し
た
衰
の
滋
銭
。

@
昭
和
十
附
悶
年
十
一
一
月
一
…
十
一
一

絞
め
神
間
淡
路
務
民
に
隠
す
る
方

策
に
議
づ
く
肉
付
持
田
町
及
び
絞
殺
酬

に
燃
す
る
緊
出
思
し
た
惜
静
観
簡
に
議

づ
く
欧
州
刑
の
命
令
又
校
側
新
制
聞
に

よ
争
、
外
拍
唱
に
終
畿
日
ま
で
い

た
様
で
あ
る
主
総
務
大
隊
が
認

放
体
不
由
同
由
児
制
制
談

摘
九
榔
組
側
相
談
所
の
臨
時
体
不
自
割
台

湾
を
対
象
主
し
た
巡
回
相
談
が

行
な
わ
れ
ま
す
6

診
断
、
約
縫
な
ど
の
係
抑
制
が

山
側
後
さ
れ
ま
す
の
で
、
相
談
を

う
け
ら
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
マ
詞
時
吋
十
一
同
月
一
詩
午
前
十

昨
吋
か
ら
午
後
世
一
能
ー
ま
で

マ
判
明
問
問
品
担
保
線
一
般

品

高

品

脱

税

相

滋

祭
戸
一
税
務
審
か
ら
附
関
税
白
う

ち
資
申
腕
畿
内
総
渡
務
得
税
、
総

統
鋭
、
蛸
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仲
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滋
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滋
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簿
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万
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蒼
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入
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蜘
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蹴
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仲
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ま
す
の
で
鈴
涼
し

お
緩
び
い
た
し
ま
す
Q




